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ふるさとの史跡を巡って!!

～石根地域史跡巡り～
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豊かな自然につつまれて
～田滝地区収穫祭＆公開授業～

環境との調和に配慮した
　　　　　　国営ほ場整備に向けて

　「親子ふれあい石根史跡巡り」が10月18日に開催さ

れ、地域の子どもたちや保護者など約200人が参加し

ました。この史跡巡りは、子どもたちにふるさと石根

のすばらしさを感じてもらいたいとの思いから、毎年

秋に実施しており、今回で13回目です。

　当日、参加者たちは８時30

分に石根小学校をスタート。

地元の講師の方々から説明を

受けながら約３時間かけて、

天福寺跡や貴船神社などの史

跡を巡りました。歩くことで

毎日見ている光景が、歴史と文化の残る地域であり、

先人たちの思いが、今もなお受け継がれていることを

感じられたのではないでしょうか。

　史跡の一つ、小松町大頭にある貴船神社は、京都の

貴船神社の神様をお迎えしています。その時お供えし

たのが、京都愛宕産の柿だと伝えられており、貴船神

社近くの人々が「愛宕柿」を作り始めたともいわれて

います。先人たちの努力もあり、今では西条の特産品

になっています。

　右は石根小学校の校章です。よく

見ると、「愛宕柿」です。校章を検

討していた時に、当時の在校生が柿

を図案化したそうです。由緒ある校

章、大切に守り伝えてほしいです。

　開催10周年を迎えた田滝地

区収穫祭が、さわやかな秋晴

れの中、盛大に行われました。

今年も、地域でとれた新鮮な

野菜・くだもの・加工品など

の販売、芋ほり体験、新米や

豚汁の試食など、多くの人が

田滝の自然の恵みを堪能しま

した。

　このイベントと同時に、田

滝小学校体育館では公開授業

として子どもたちの発表が行われました。10歳になる

４年生の「２分の１成人式」やクイズ、合奏など、子

どもたちの素晴らしい発表に100人余りの人が大きな

拍手を送っていました。

　豊かな自然に囲まれた田滝小学校は、特例により、

希望すれば通学区域に関係なく市内どこからでも通学

することができます。少人数教育のメリットを最大限

に生かし、一人一人を

大切にきめ細かな指導

ができ、地域とのつな

がりも深く、あたたか

くのびのびとした雰囲

気で学習できる学校で

す。

　中山川左岸を中心とした道前平野地域では、国営ほ

場整備事業を計画しています。ほ場整備は、農地の区

画整理を中心に、水路、道路などのほ場を広い範囲で

総合的に整備するため、地域の自然環境への影響をで

きる限り少なくする必要があります。

　そこで、地域の自然環境調査の一環として、児童、

保護者の方を対象に環境学習会を開催しています。こ

れは「環境保全を継続させるために、次の世代を担う

子どもたちに地元の自然環境を知ってもらい、将来に

わたって守っていってほしい」という地域の方々の思

いと、環境との調和に配慮した整備を実施したい事業

主体の整備水準を調整するため、田んぼや農業用水路

に生息する生き物を調査・観察するものです。これま

でに参加された児童や保護者からは「こんな身近にこ

んなに多くの生き物が生息していたのか」など、驚き

の声があがっています。

　こうした経験をきっかけに、一人でも多くの子ども

たちに地域の生き物や生態系に興味を持ってもらい、

将来にわたり地域の財産

として自然環境を守って

もらえればと思います。

また、安定した農業基盤

の整備のため、これから

もほ場整備を推進してい

きます。 ▲環境学習会の様子

▲地域産品の販売

▲芋ほり体験 ▲公開授業での発表

▲石根小学校章▲史跡巡りの様子


